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県内の森林環境譲与税の活用状況について 

令和２年１２月２１日 

千葉県農林水産部森林課 

 １ 森林環境譲与税 

 （１）経緯 

国の温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止に向けて、市町村が実施す

る森林整備等に必要な財源を確保するため、平成 31 年 3 月に「森林環境税及び

森林環境譲与税に関する法律」が制定され、令和元年度から、県、市町村への

譲与が開始された。 

また、令和元年の台風災害等を受け、森林の整備促進が喫緊の課題とされた

ことから、令和 2 年 3 月に同法が改正され譲与額が前倒しで増額されることと

なった。 

 

  （２）各年度の譲与額（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）県内市町村及び県への配分試算額（年額） 

年 度 R1 R2～3 R4～5 R6～ 

県 ８６百万円 １２０百万円 １２０百万円 １２０百万円 

市町村 ３１０百万円 ６６０百万円 ８６０百万円 １,０５０百万円 

      

 

 （４）使途 

市町村 ：間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の 

     森林整備及びその促進に関する費用に充てる 

都道府県：森林整備等を実施する市町村の支援等に関する費用に充てる 

 （上記の範囲内において、幅広く弾力的に活用することが可能とされている） 

 

 

  

資料２ 

当初は令和 15 年に全額譲与となるよう段階的に

増額することとされていたが、法改正により、

前倒しで増額されることとなった。 
（億円） 
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 ２ 県における活用状況 

  

千 葉 県　　

森林整備事業（森林整備
事前準備モデル事業）

8,938 8,938 0 －
　森林整備のための事前準備を実施する市
町村を支援した。

森林計画推進事業（森林
クラウド保守管理業務）

6,010 6,010 0 －
　県が管理する森林資源情報を市町村等と
リアルタイムで共有するため、森林クラウ
ドの管理を行った。

森林計画推進事業（施業
履歴整理業務）

4,010 4,010 0 －
　市町村による森林整備の円滑な実施のた
め、県内の森林整備の実績の整理を行っ
た。

森林整備事業（森林経営
管理集落支援モデル事
業）

4,058 4,058 0 －
　地域住民と森林の関わりの再生を図るた
め、市町村の集落等を活用した集約化施業
を総合的に支援した。

3,656 3,656 0
(4,944) (4,944) (0)

森林・林業担い手確保・
育成対策事業（森林・林
業経営参入促進事業）

3,153 3,153 0 －
　建設業等の異業種と林業事業体等との連
携を図り、新規事業体の森林・林業への円
滑な参入を支援した。

さとやま整備・活用促進
事業

6,568 6,568 0 －

　地域住民等による里山林の整備を進める
ため、里山整備や利活用に関する総合窓口
を設置し、活動する団体向けに安全講習会
等を実施した。また整備した里山の魅力を
発信する一般向けイベントを実施した。

995 995 0
(6,000) (6,000) (0)

ちばの木活用促進業（ち
ばの木の香る街づくり推
進事業）

6,132 6,132 0 －
　公共建築物など展示効果の高い施設で
の、内装等の木質化や木製品の導入経費を
助成した。

ちばの木活用促進事業
（木造公共建築物技術講
習会の開催）

1,606 1,606 0 －
　公共建築物の木造化・木質化を促進する
ため、市町村職員等を対象とした技術講習
会を開催した。

普及啓発
の支援

林業普及指導事業（木育
の推進）

501 501 0 －

　子供達に木材や木製品との触れ合いを通
じて木材の良さや利用の意義を学んでもら
うため、木工出前授業の実施や木工工作作
品展の開催支援を行った。また、今後の木
育活動の推進に向けて外部有識者との意見
交換を行った。

基金積立
森林整備担い手対策及び
市町村支援等推進基金へ
の積立

21,377 21,376 1 21,377
　森林クラウドの更新・改良等の費用に充
てるための金額を基金に積み立てた。
　なお、(B)欄の1千円は運用益である。

77,947 77,946 1 21,377 　繰越額を含む金額である。

※事業総額欄の下段（　）書は、翌年度への繰越額で外数である。　　　　　　　　　　　　　

※単位未満を四捨五入しているため、各欄を合計した値と合計欄の値は一致しないことがある。

合　　計

森林整備
の支援等

サンブスギ林総合対策事
業（サンブスギ低被害林
等箇所特定調査）

　サンブスギ非赤枯性溝腐病被害がない、
または少ないサンブスギ林の箇所を特定
し、今後市町村主導で低被害林の整備をす
るために必要となる基礎的な情報収集を
行った。

ちばの木活用促進事業
（県産木材の利用拡大に
向けた調査）

　病害虫被害材など低質材のボード・合板
利用に向けて、製造及び利用上の課題を整
理するための調査を実施した。

－

－

(B)うち他の
財源（千

円）

事業支援
システム
の構築

人材育
成・担い
手対策支
援

木材利用
の推進

令和元年度森林環境譲与税の使途一覧

事業区分 事業名

事業総額（千円）
当年度基金へ
の積立額（千
円）

事業内容
(A)+(B)

(A)うち令和
元年度の森
林環境譲与
税（千円）
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 ３ 市町村における活用状況 

 （１）使途区分別の取組市町村数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）令和元年度の活用事例 
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